　　　　　　　　　　模擬面接について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年２月１日
1. 面接を受けるにあたっての心構え
会社は、採用に当たりこの人は会社にとって有用であるかどうかを面接でみる
具体的には
1 人格はどうか　　人柄、性格、意欲、情熱、協調性など
2 見識はどうか　　ものの見方考え方、社会常識、向上心など
3 力量はどうか　　学業成績、専門知識、得意科目など
面接官の部門、地位によって①②③どれを重視するか、評価のウエイトは異なる。
人事部門、採用部門、トップマネジメントなど面接官を意識した対応が必要
成績だけが唯一ではなく総合的に判断されるものと理解すること。
2. 模擬面接
面接の開始前に　　・面接官の自己紹介　　・学生の希望する会社、業界の聴収
を実施　(次回からは事前に提出)　　　主な質問事項
[動機]　○志望の動機は何か　(入社意志の強さの確認)　　
[人格]　○入社したら何をやりたいのか　 (やる気意欲の確認)
　　　 ○自分が正しいと思っていることを否定されたらどうするか　(協調性の確認)
　　　 ○苦労してやり続けていることは何かあるか　(忍耐力、情熱の確認)
[見識]　○新聞や本は読んでいるか　(社会常識の確認)
　　　　社説欄を読んでいるか、どんな本を読んでいるかなど
　　　 ○何か一生懸命に取り組んでいることはあるか　(向上心の確認)
　　　　資格取得、特技、スポーツ、趣味などでもいい
[力量]　○自分では学業成績をどう思っているか　(能力の確認と向上心の有無)
　　　 ○卒論のテーマは何か　(専門知識の確認)
　　　 ○得意な科目、知識は何かあるか　(専門知識の確認)
[その他]○何か信念を持っているか　(積極性、誠実性など)
　　　 ○好きな言葉(座右の銘)はあるか　(       〃      )
　　　 ○最近何か感動したことはあるか (       〃      )
3.面接結果の講評と指導、アドバイス
　・事前のアドバイス
　　面接は、如何に自分を上手にいいところアピールするかの機会であるということを認識すること
　・面接後の講評、指導、アドバイス
　　・・・・・・
4.注意事項　(基本的な共通事項)
・身だしなみはきちんと　(指示がない限り背広にネクタイ)
・礼儀正しく、若者らしく清々しく
・言葉は、相手に伝わるようにはっきりとしゃべること
・あいまいな回答はしない、知らないことをいろいろ言わない
・面接で自分の将来が決定するという認識で発言すること
                                                               以　上
